一休と中国の詩人たち(白居易) by 稲田 浩治
一
休
と
中
国
の
詩
人
た
ち
（
白
居
易
）
稲
田
浩
治
１
一
休
の
『
狂
雲
詩
集
』
に
白
居
易
を
対
象
と
し
て
詠
じ
た
詩
は
な
い
。
た
だ
題
辞
に
そ
の
号
で
あ
る
「
香
山
居
士
」
を
含
む
詩
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
有
レ
妾
隨
レ
余
年
久
矣
一
日
俄
爾
辭
去
挽
レ
之
不
レ
留
盖
効
二
香
山
居
士
之
楊
柳
枝
一

歟
因
作
二
二
詩
一
言
レ
懷
云
離
思
悠
々
白
髪
新
空
依
二
脩
竹
一
問
二
佳
人
一
沈
吟
夜
々
枕
頭
涙
燈

鰥
床
一
老
身
私
に
は
世
話
を
し
て
く
れ
る
女
が
い
た
。
長
年
私
に
つ
き
従
っ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
突
然
い
と
ま
ご
い
を
告
げ
て
去
っ
た
。
引
き
留
め
た
け
れ
ど
も
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
思
う
に
香
山
居
士
の
「
楊
柳
枝
」
の
真
似
ご
と
に
な
ろ
う
か
。
二
篇
の
詩
を
作
っ
て
そ
の
思
い
を
述
べ
る
。
別
離
の
悲
し
み
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
頭
に
は
白
髪
が
目
立
つ
今
日
こ
の
頃
、
甲
斐
の
な
い
こ
と
だ
が
、
若
々
し
い
竹
に
凭
り
か
か
っ
て
あ
の
美
し
い
人
の
こ
と
を
思
う
。
夜
ご
と
詩
を
口
ず
さ
み
涙
で
枕
を
濡
ら
し
な
が
ら
、
一
人
寝
の
床
に
老
い
の
身
を
横
た
え
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
自
分
の
元
を
去
っ
た
侍
女
を
追
憶
す
る
詩
と
な
っ
て
い
る
。
二
首
目
も
同
様
で
あ
る
。
別
後
多

奈
二
斷
膓
一
長
春
花
厭
發
二
紅
粧
一
窈
窕
淑
女
約
二
君
子
一

詠
關
雎
詩
一
章
（『
狂
雲
詩
集
』）
そ
し
て
、
こ
の
二
篇
の
後
に
は
「
妾
和
」
と
い
う
和
韻
の
詩
を
付
す
が
、
こ
こ
に
も
白
居
易
は
登
場
し
な
い
。
―４６―
妾
和
一
朝
分
レ
袂

痕
新
此
地
風
流
又
孰
人
初
識
江
山
没
二
詩
客
一
再
皈
二
艸
舎
一
寄
二
吟
身
一
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
冒
頭
の
題
辞
が
説
く
と
お
り
、
白
居
易
の
「
楊
柳
枝
」
は
ん
そ
し
ょ
う
ば
ん
の
替
え
歌
で
あ
っ
た
。
白
居
易
は
自
分
の
妾
樊
素
・
小
蠻
を
解
放
し
た
時
の
こ
と
を
「
別
二
柳
枝
一
」
と
い
う
詩
に
作
り
、
そ
の
後
の
思
い
を
「
楊
柳
枝
詞
」
に
歌
っ
て
い
る
。
樊
素
は
歌
が
う
ま
く
、
小
蠻
は
舞
が
巧
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
二
妓
を
白
居
易
は
楊
柳
枝
に
喩
え
て
歌
っ
た
。
別
二
柳
枝
一
兩
枝
楊
柳
小
樓
中
嫋
娜
多
年
伴
二
醉
翁
一
明
日
放
歸
歸
去
後
世
間
應
レ
不
レ
要
二
春
風
一
（『
白
楽
天
全
詩
集
』
第
四
巻
）
楊
柳
枝
詞
一
樹
春
風
千
萬
枝

二
於
金
色
一
軟
二
於
絲
一
永
豊
西
角
荒
園
裏
盡
日
無
レ
人
屬
二
阿
誰
一
（
右
に
同
じ
）
２
一
休
の
『
狂
雲
詩
集
』
に
は
白
居
易
を
対
象
と
し
て
詠
じ
た
詩
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
狂
雲
集
』
に
は
三
首
、
白
居
易
を
詠
じ
た
作
が
あ
る
。
こ
の
偏
向
を
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
中
本
環
氏
が
「
狂
雲
集
は
頌
偈
の
集
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
続
狂
雲
集
（
狂
雲
詩
集
）
の
方
は
、
詩
の
集
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
、
両
者
の
性
格
の
違
い
を
綿
密
に
考
証
、
一
休
の
文
学
や
そ
れ
に
対
す
る
態
度
、
あ
る
い
は
一
休
の
人
間
像
等
を
さ
ぐ
る
上
で
、
一
休
が
詩
と
頌
偈
を
峻
別
し
た
点
は
十
分
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」（『
狂
雲
集
狂
雲
詩
集
自
戒
集
』
解
説
）
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
、
私
は
そ
の
妥
当
性
に
敬
服
し
、
三
首
の
偈
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
中
の
一
首
。
白
居
易
問
二
鳥

和
尚
一
如
何
是
佛
法
大
意

曰

惡
莫
作
衆
善
奉
行
白
曰
三
歳
孩
兒
也
解
二
恁
麼

一

曰
三
歳
孩
兒
雖
二

得
一
八
十
老
人
行
不
レ
得
霊
山
和
尚

曰
若
無
二
鳥

一
語
一
我
徒
盡
泥
二
乎
本

無
一
物
及
不
思
善
不
思
惡
善
惡
不
二
邪
正
一
如
等
語
一
以
撥
二
無
因
果
一
而
世
多
二
日
用
不
淨
之
邪
師
一
也
故
余
作
二
此
偈
一
以
示
レ
衆
云
學

撥
無
因
果
沈
老
禪
一
句
價
千
金

惡
莫
作
衆
善
行
―４７―
須
レ
在
二
先
生
醉
裏
吟
一
（『
狂
雲
集
』）
ち
ょ
う
か
白
居
易
が
鳥

和
尚
に「
仏
法
の
大
意
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
」
と
問
う
と
、
鳥

が
「
も
ろ
も
ろ
の
悪
を
な
さ
な
い
こ
と
、
も
ろ
も
ろ
の
善
を
行
う
こ
と
だ
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、
白
居
易
が
「
そ
れ
な
ら
三
歳
の
子
ど
も
で
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
す
」
と
言
う
と
、
鳥

は
「
三
歳
の
子
ど
も
で
も
理
解
で
き
る
が
、
八
十
歳
の
老
人
で
も
行
う
こ
と
は
難
し
い
」
と
答
え
た
。
霊
山
和
尚
は
い
つ
も
「
も
し
鳥

和
尚
の
一
語
が
な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
宗
徒
は
み
な
、
人
間
は
本
来
無
一
物
の
存
在
で
あ
る
と
か
、
善
と
も
思
わ
ず
悪
と
も
思
わ
ず
と
か
、
善
悪
は
二
つ
の
こ
と
で
は
な
い
、
邪
正
は
一
つ
の
こ
と
で
あ
る
と
か
い
う
語
に
引
き
ず
ら
れ
、
因
果
の
理
を
捨
て
去
り
、
世
間
に
日
常
の
汚
ら
わ
し
い
邪
悪
な
師
が
多
く
な
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
私
は
こ
う
い
う
偈
を
作
っ
て
一
門
の
衆
に
示
す
。
禅
の
初
学
者
は
因
果
の
理
を
無
視
し
て
信
じ
な
い
が
、
老
師
鳥

の
一
句
に
ま
く
さ
し
ゅ
ぜ
ん
ぶ
ぎ
ょ
う
は
千
金
の
値
打
ち
が
あ
る
。「
諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行
」
の
教
え
は
、
必
ず
や
白
居
易
先
生
の
酔
っ
て
う
た
う
詩
に
も
存
在
す
る
だ
ろ
う
。
「
諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行
」
に
つ
い
て
は
、
滝
澤
精
一
郎
氏
が
、
京
都
大
徳
寺
の
真
珠
庵
は
一
休
の
遺
品
を
多
く
伝
え
、
諸
悪
・
衆
善
の
筆
し
ゅ
う
い
つ
と
ん
し
ん
法
遒
逸
の
書
も
其
の
中
に
あ
っ
て
楽
天
に
寄
せ
る
志
趣
の
惇
信
な
る
を
今
に
偲
ば
し
め
る
。（『
禅
林
の
文
学－
林
下
水
辺
の
系
譜
』）
と
言
わ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
一
休
の
好
ん
で
大
書
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
一
り
ょ
う
ぜ
ん
て
つ
と
う
ぎ
こ
う
休
は
霊
山
和
尚
（
徹
翁
義
享
の
こ
と
。
大
徳
寺
第
一
世
）
を
介
し
て
、
禅
の
先
達
鳥

和
尚
の
門
弟
と
し
て
の
白
居
易
を
敬
愛
し
た
と
言
え
よ
う
。
一
休
に
は
、
別
に
鳥

和
尚
そ
の
人
を
詠
じ
た
偈
も
あ
る
。
鳥

道
林
（
七
き
ん
ざ
ん
四
一－
八
二
四
）
は
、
牛
頭
宗
径
山
道
欽
の
法
嗣
。
松
の
上
に
坐
し
て
住
居
と
し
た
と
い
う
。
賛
二
鳥

和
尚
一

寒
樹
上
老
禪
翁
寂
寞


名
未
レ
空

惡
莫
作
善
奉
行
大
機
須
レ
在
二
醉
吟
中
一
こ
の
偈
の
転
結
句
は
、
前
の
偈
と
同
工
異
曲
で
あ
り
、「
醉
吟
」
の
語
は
自
ら
酔
吟
先
生
と
号
し
た
白
居
易
そ
の
人
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
蔭
木
英
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
私
は
、
結
句
の
酔
吟
は
個
有
名
詞
で
な
く
普
通
名
詞
に
読
み
た
い
。
鳥

和
尚
が
酒
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
酔
吟
す
る
の
は
白
楽
天
で
あ
る
と
共
に
、
一
休
自
身
な
の
で
あ
る
。（『
中
世
風
狂
の
詩
』）
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
二
首
の
偈
に
は
、
白
居
易
の
存
在
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
一
休
に
あ
っ
て
は
、
白
居
易
と
禅
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
白
居
易
を
詠
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
偈
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
３
白
居
易
（
七
七
二－
八
四
六
）、
字
は
楽
天
、
香
山
居
士
、
酔
吟
先
生
と
号
し
た
。
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
進
士
に
及
第
、
校
書
郎
、
翰
林
学
士
、
左
拾
遺
、
江
州
司
馬
、
忠
州
刺
史
、
杭
州
刺
史
、
蘇
州
刺
史
、
河
南
尹
、
太
子
少
傅
―４８―
等
を
歴
任
し
、
刑
部
尚
書
を
以
て
致
仕
し
た
。
一
時
越
権
の
罪
で
江
州
に
流
さ
れ
、
廬
山
の
香
鑪
峰
下
に
草
堂
を
構
え
た
り
し
た
が
、
官
僚
と
し
て
最
高
位
に
達
し
て
い
る
。『
白
氏
文
集
』
七
十
五
巻
を
完
成
し
た
の
は
、
七
十
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
白
氏
文
集
』
が
『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
以
来
、
日
本
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
つ
と
に
芳
賀
幸
四
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
五
山
禅
林
の
間
で
は
白
楽
天
に
対
す
る
評
価
は
低
下
し
、
関
心
は
稀
薄
化
し
て
い
た
。
翰
林
五
鳳
集
に
出
て
い
る
白
氏
関
係
の
詩
は
江
西
龍
派
、
月
舟
壽
桂
、
の
「
賛
二
白
樂
天
一
」
三
首
、
天
隠
の
「
讀
二
樂
天
登
第
詩
一
」
一
首
、
雪
嶺
の
「
白
傳
八

灘
圖
」
一
首
の
計
五
首
だ
け
で
、
こ
れ
を
先
に
み
た
陶
淵
明
関
係
の
六
十
数
首
や
、
次
に
み
る
李
白
・
杜
甫
さ
ら
に
東
坡
・
山
谷
に
比
較
す
れ
ば
問
題
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
少
い
。
こ
れ
は
畢
竟
、
禅
僧
社
会
へ
の
彼
の
影
響
力
が
凋
落
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
少
く
も
彼
が
李
杜
坡
谷
に
く
ら
べ
て
、
禅
林
の
関
心
の
圏
外
に
去
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。
（『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』）
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
一
休
に
は
白
居
易
を
詠
じ
た
詩
は
な
い
。
次
も
偈
で
あ
る
。
題
二
白
樂
天
像
一
勲
業
名

白
樂
天
自
然
流
落
絶
二
塵

一
林
失
レ
志
山
林
輩
莫
レ
訝
雙
林
寺
裡
禪
（『
狂
雲
集
』）
す
ぐ
れ
た
詩
業
で
名
高
い
白
楽
天
は
、
自
然
に
落
魄
し
て
俗
世
の

を
断
ち
切
っ
た
。
そ
し
て
、
今
五
山
叢
林
は
志
を
失
い
、
林
下
も
同
様
で
あ
る
が
、
怪
し
ん
で
は
な
ら
ぬ
、
雙
林
寺
の
流
れ
を
汲
む
居
士
禅
を
。
起
承
句
は
、『
白
氏
文
集
』
で
名
高
い
白
居
易
が
仏
教
に
帰
依
し
た
こ
と
を
印
象
深
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
転
結
句
は
、
現
今
の
五
山
も
林
下
も
頽
廃
堕
落
し
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
し
、
白
居
易
の
居
士
禅
の
価
値
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ふ
だ
い
し
ぜ
ん
ね
「
双
林
寺
」
は
傅
大
士
（
善
慧
大
士
）
の
居
所
の
名
。
傅
大
士
（
四
九
七－
五
六
九
）
は
、
半
僧
半
俗
の
居
士
で
『
碧
巌
録
』
第
六
十
七
則
に
も
登
場
す
る
が
、
一
休
は
白
居
易
を
こ
の
人
に
重
ね
て
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
も
ま
た
、
晩
年
自
ら
を
香
山
居
士
と
号
し
た
。
孫
昌
武
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
元
和
十
年
、
白
居
易
は
江
州
に
貶
謫
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
直
接
身
に
受
け
た
大
打
撃
で
あ
っ
た
。「
元
和
十
八
溪
亭
に
題
す
」
詩
に
は
余
方
鑪
峯
下
余
鑪
峯
下
に
方
り
結
室
爲
居
士
室
を
結
び
て
居
士
と
爲
る
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の
時
彼
は
已
に
自
ら
を
「
居
士
」
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
廬
山
の
東
西
二
林
寺
の
僧
と
結
社
を
つ
く
り
、
習
禅
は
更
に
精
進
を
加
え
た
の
で
あ
っ
た
。（
副
島
一
郎
訳
「
白
居
易
と
仏
教
・
禅
と
浄
土
」）４
今
一
つ
一
休
に
は
白
居
易
を
対
象
と
し
て
詠
じ
た
作
が
あ
る
。
体
裁
は
詩
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
偈
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
―４９―
白
楽
天
留
得
詞
華
百
億
春
千
言
万
句
与
居
新
古
今
独
証
之
無
老
世
許
出
頭
天
外
人
（
底
本
以
外
の
『
狂
雲
集
』）
す
ぐ
れ
た
詩
文
を
幾
度
も
の
春
に
書
き
残
し
、
お
び
た
だ
し
い
詩
句
は
居
を
移
す
度
に
新
し
く
な
っ
た
。
古
今
を
通
じ
て
生
後
七
ヶ
月
に
し
て
「
之
」
と
「
無
」
を
読
み
分
け
た
の
は
先
生
一
人
、
世
に
許
さ
れ
た
異
能
、
天
上
の
人
。
起
承
句
は
、
詩
文
の
大
家
白
居
易
が
絶
え
ざ
る
研
鑽
に
よ
り
詩
句
を
更
新
し
た
こ
と
を
述
べ
、
転
結
句
は
、
彼
が
並
み
は
ず
れ
た
神
童
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
を
取
り
上
げ
、
長
じ
て
は
人
界
を
超
え
る
人
物
に
な
っ
た
と
う
た
っ
て
い
る
。
し
む
転
句
の
「
之
無
」
の
話
は
、『
唐
書
』『
新
唐
書
』
に
も
あ
り
、
其
始
生
七
月
、
能
展
レ
書
姆
指
二
之
無
兩
字
一
、
雖
二
試
百
數
一
不
レ
差
。（『
新
唐
書
』
白
居
易
傅
）
柳
田
聖
山
氏
に
よ
れ
ば
「
宋
代
金
山
で
開
板
さ
れ
た

伽
経
の
序
に
も
あ
っ
て
、
当
時
周
知
」（
日
本
の
禅
語
録
第
十
二
巻
『
一
休
』）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
為
か
、
こ
の
一
篇
も
「
偈
」
の
集
『
狂
雲
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
結
句
の
「
出
頭
天
外
人
」
が
、『
碧
巌
録
』
の
語
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
二
頭
天
外
一
看
。
誰
是
箇
中
人
。（『
碧
巌
録
』
第
六
十
三
則
、
評
唱
）
と
も
か
く
も
、
転
結
句
は
禅
と
の
関
係
が
色
濃
い
部
分
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
結
句
は
白
居
易
が
た
だ
に
詩
人
と
し
て
傑
出
し
て
い
る
こ
と
の
み
を
述
べ
た
の
で
は
な
く
、
禅
境
に
お
い
て
も
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
を
賛
嘆
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
因
み
に
、
こ
れ
以
外
に
白
居
易
の
名
が
出
る
詩
偈
が
二
、
三
あ
る
の
で
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
痛
飲
三
盃
未
湿
唇
酔
吟
只
慰
楽
天
身
（「
不
飲
酒
戒
」
底
本
以
外
の
『
狂
雲
集
』）
暗
認
譬
喩
作
実
会
苔
衣
雲
帯
楽
天
吟
（「
倭
国
以
譬
喩
作
実
二
首
」
の
一
首
目
の
三
四
句
、
底
本
以
外
の
『
狂
雲
集
』）
帯
雨
春
潮
一
曲
声
楽
天
始
識
酔
吟
醒
（『
狂
雲
詩
集
』
所
収
の
「
琵
琶
」）
た
だ
一
首
の
主
題
に
「
楽
天
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
こ
で
は
さ
ほ
ど
重
要
と
は
思
わ
れ
な
い
。
５
白
居
易
が
仏
教
、
特
に
禅
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
一
般
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
白
居
易
と
仏
教
に
関
す
る
論
考
も
少
な
い
。
し
か
し
、
彼
自
ら「
醉
吟
先
生
傅
」
に
お
い
て
言
う
。
性
、
酒
を
嗜
み
、
琴
に
耽
り
、
詩
に
淫
す
。
凡
そ
酒
徒
、
琴
侶
、
詩
客
、
多
く
之
と
遊
ぶ
。
遊
ぶ
の
外
、
心
を
釋
氏
に
棲
ま
し
め
、
小
中
大
乗
の
法
を
す
う
ざ
ん
じ
ょ
ま
ん
通
學
す
。
嵩
山
の

如
滿
と
は
空
門
の
友
た
り
。
―５０―
白
居
易
に
と
っ
て
仏
教
は
極
め
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
孫
昌
武
氏
は
、
宋
の
蘇
轍
の
白
居
易
評
を
引
き
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
仏
教
は
彼
に
と
っ
て
単
純
な
思
想
的
理
論
で
は
な
く
、
た
だ
の
内
的
信
仰
と
い
う
だ
け
で
も
な
く
、
人
生
を
生
き
る
指
針
で
あ
り
安
身
立
命
の
基
盤
な
の
だ
。
そ
の
た
め
仏
教
に
対
し
て
彼
は
王
維
ほ
ど
の
熱
心
さ
と
敬
虔
さ
も
な
く
、
柳
宗
元
の
理
論
的
探
究
の
深
さ
に
も
か
な
わ
な
い
が
、
生
活
実
践
に
お
い
て
は
当
時
の
仏
教
の
主
流－
禅
宗
の
精
神
を
貫
徹
し
、
世
事
に
臨
機
応
変
し
内
心
の
矛
盾
を
解
決
す
る
独
特
の
態
度
を
う
ち
立
て
え
た
の
で
あ
る
。
（
前
掲
書
）
こ
う
し
た
白
居
易
の
姿
を
、
一
休
は
し
ば
し
ば
禅
籍
の
中
に
見
い
出
し
、
傾
倒
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
先
に
見
た
鳥

和
尚
と
の
問
答
は『
景
徳
伝
灯
録
』
四
『
五
灯
会
元
』
二
『
正
法
眼
蔵
』
等
に
あ
っ
て
有
名
で
あ
り
、
『
祖
堂
集
』
巻
十
五
は
白
居
易
と
李
万
巻
が
帰
宗
智
常
に
道
を
問
う
た
話
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
休
の
三
首
の
偈
は
、
白
居
易
を
単
に
詩
人
と
し
て
で
は
な
く
禅
者
と
し
て
敬
愛
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
一
休
独
特
の
白
居
易
の
受
容
を
見
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。（
二
〇
〇
六
・
一
〇
・
三
一
）
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